
贈呈式後の記念撮影

あ
り
ま
す

。
今
回
の
増
設
に
よ

り
屋
久
島
の
貴
重
な
自
然
を
継

承
す
る
上
で
と
て
も
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す

。

し
か
し

、
施
設
だ
け
を
整
備

丸太切り
体験

す
る
の
で
は
な
く

、
利
用
す
る

側
で
も
自
然
・
生
態
系
を
守
る

と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す

。
屋
久
島
の
森
林

に

入

る

際

は

、
山

岳

部

の

マ

ナ
ー

を
厳
守
す
る
と
い
う
気
概

を
持

っ
て

、
ト
イ
レ
問
題
に
関

し
て
は
携
帯
ト
イ
レ
を
携
行
す

る
な
ど
し
尿
処
理
負
担
の
軽
減

に
努
め
ま
し
ょ
う

。

今
回
の
よ
う
に
屋
久
島
の
サ

ポ
ー

タ
ー

的
な
企
業
が
増
え

、

屋
久
島
の
森
林
を
守
る
活
動
が

拡
が

っ
て
行
く
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す

。

貯木場見学

庁舎内見学の様子

山
野
な
ど
に
普
通
に
生
え
る

多
年
草

。
高
さ
五
〇
～

七
〇
㎝

程
で

、
葉
は
互
生
し
鋭
尖
頭

。

夏
頃

、
葉
の
脇
か
ら
数
個
の
淡

黄
色
の
花
を
つ
け
る

。
晩
秋

、

径
約
８
㎜
の
真

っ
赤
に
熟
れ
た

美
し
い
果
実
を
吊
り
下
げ
る

。

花
期

八
～

一
〇
月

果
期
一
一
～

一
二
月

質
問
に
混
じ

っ
て

、

「
カ
ブ
ト

虫
や
ク
ワ
ガ
タ
虫
は
ど
ん
な
場

所
で
見
つ
か
り
ま
す
か

」
な
ど

子
ど
も
ら
し
い
質
問
も
あ
り

、

微
笑
ま
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

る
一
時
と
な
り
ま
し
た

。

最
後
に

、
子
ど
も
達
か
ら
元

気
な

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

」
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り

、
次
の
見
学
地
に
移
動
す

る
姿
を
見
送

っ
て
終
了
と
な
り

ま
し
た

。

署

に

一

時

の

安

ら

ぎ

、

「
可

愛

い

子

ど

も

達

が

来

訪

」

プロットの階層別植生は、高木層ではﾔﾏｸﾞﾙﾏが最上層を占める。
個体数としては、ｲﾇｶﾞｼ･ｻｶｷが多く、ほぼ同数見られる。樹高10ｍ
以上の高木には、他にｱｶｶﾞｼ等が混生している。樹高6～10ｍで
は、ｲﾇｶﾞｼ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが多く、ｱｶｶﾞｼ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲなどが出現する。個体
数は少ないが、ｼﾛﾀﾞﾓ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｵﾆｸﾛｷ･ｼｷﾐ･ﾏﾃﾊﾞｼｲ・ﾎｿﾊﾞﾀﾌﾞな
ども出現する。植被率は低く、樹幹上の着生シダ類が多い。

屋久島生態系モニタリング

小
林
製
薬
㈱
は
自
社
製
品
販

売
四
〇
年
を
迎
え

、
社
会
貢
献

事
業
と
し
て
全
国
三
箇
所
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
地
域
へ
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
ト
イ

レ
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す

。
屋
久
島
で
も
先
日
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

既
に
平
成
一
九
年

、
小
杉
谷

山
荘
跡
に
バ
イ
オ
ト
イ
レ
二
基

を
設
置

(

阪
急
交
通
社
か
ら
の

寄
付
金

)

し
て
い
ま
す
が

、
日

に
よ

っ
て
は
五
〇
〇
人
を
も
優

に
超
え
る
登
山
者
が
訪
れ
る
縄

文
杉
登
山
ル
ー

ト
で
は

、
し
尿

処
理
が
追
い
つ
か
な
い
実
態
に

小

杉

谷

バ

イ

オ

ト

イ

レ

の

増

設

当
日
は
残
念
な
が
ら
林
内
に
入

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が

「
貴
重
な

経
験
が
で
き
た

」
「
木
の
温
も

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
楽

し
か

っ
た

」
と
の
お
礼
の
言
葉

で

、
無
事
体
験
林
業
を
終
了
し

ま
し
た

。

自

然

体

験

セ

ミ

ナ
ー

｢

森

物

語

｣

の

開

催

例
年
行
わ
れ
て
い
る

、
屋
久

島
環
境
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

主

催
の
自
然
体
験
セ
ミ
ナ
ー

「
森

物
語

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

当
署
か
ら
は
体
験
林
業
の
講

師
と
し
て
参
画
し
ま
し
た

。
当

日

は

、
あ

い

に

く

の

雨

と

な

り

、
急
遽

、
貯
木
場
の
見
学
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た

。

一
般
公
募
に
よ
り
神
奈
川
と

鹿
児
島
の
両
県
か
ら
参
加
さ
れ

た
六
名
に
対
し
て
一
○
月
二
四
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愛子岳植生垂直分布調査
（平成１８年度調査）

亜高木層では、ｲﾇｶﾞｼ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾊｲﾉｷの順に数が多い。その他、
ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｼｷﾐなども多く見られる。植被率は50%である。

・愛子岳斜面（標高1000ｍ地点）

プロットは、登山道に接して基点を設け、北西方向にセンターライ
ンを設定した。平均傾斜角は26°である。この場所は、林齢154年
生の天然林である｡

ハダカホオズキ
（なす科）

森

林

管

理

署

職

場

見

学

トイレの外観と内部の様子

低木層では、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが最も多く、ついでｲﾇｶﾞｼ･ﾊｲﾉｷ･ｼｷﾐ･ｵﾆｸ
ﾛｷ等が多い。その他ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ﾔｸｼﾏｱｼﾞｻｲが出現する。
種類は少ないが､個体数が多く､被植率も高い。

草木層では、高木層・亜高木層の幼樹や、稚樹が生育する。ｻｸﾗ
ﾂﾂｼﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｵﾆｸﾛｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾊｲﾉｷ･ﾋｻｶｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･ﾕｽﾞﾘﾊ
などの稚樹や、ｾﾝﾘｮｳ･ｺｶﾞｸｳﾂｷﾞ･ﾏﾝﾘｮｳ･ﾎｳﾛｸｲﾁｺﾞなどが見られ
る。草本類としては、ﾎｺｻﾞｷﾍﾞﾆｼﾀﾞ･ﾐﾔﾏﾉｺｷﾞﾘｼﾀﾞ･ﾀｶｻｺﾞｷｼﾞﾉｵ･ｺﾊﾞﾉ
ｲｼｶｸﾞﾏなどシダ類が多く、岩上～樹幹上にﾉｷｼﾉﾌﾞ･ｲﾜﾔﾅｷﾞｼﾀﾞ･ｼｼ
ﾗﾝ･ｺｳﾔｺｹｼﾉﾌﾞ･ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ･ｼﾉﾌﾞなどが着生する。

屋久島の植物
日

、
貯
木
場
内
の
説
明
を
行
う

と

、
初
め
て
見
る
屋
久
杉
土
埋

木
に
興
味
を
抱
か
れ
て

、
熱
心

に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た

。

実
際
に
木
に
触
れ
て
み
た
い

と
の
要
望
に
応
え
て

、
丸
太
切

り
の
体
験
を
薦
め
た
と
こ
ろ
全

員
が
参
加
さ
れ

、
慣
れ
な
い
ノ

コ
ギ
リ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も

、
丸
太
を
切
り
落
と
す
度
に

参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
湧
き
上

が

っ
て
い
ま
し
た

。

一
○
月
二
一
日

、
屋
久
島
町

立
安
房
小
学
校
二
年
生
三
三
人

が
当
署

の

見

学

に

訪

れ

ま

し

た

。こ
れ
は
小
学
校
の
社
会
学
習

の
一
環
で
毎
年

、
安
房
地
区
内

の
各
職
場
や
工
場
な
ど
を
見
学

し
て
回
る
も
の
で
す

。
当
署
は

昨
年
に
引
き
続
き

、
こ
の
見
学

を
通
し
て
職
場
を
紹
介
し
て
お

り

、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
関

係
者
に
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す

。

当
日

、
子
ど
も
達
は
元
気
に

歩
い
て
訪
れ

、
普
段
入
る
こ
と

が
な
い
庁
舎
の
中
の
屋
久
杉
の

円
盤
や
写
真

、
使
用
さ
れ
て
い

る
木
材

等

を

興

味

深

く

見

学

し

、
職
員
の
説
明
に
真
剣
に
聞

き
入

っ
て
い
ま
し
た

。

一
通
り
見
学
を
終
え
会
議
室

に
て
質
問
を
受
け
ま
し
た
が

、

森
林
管
理
署
の
仕
事
や
屋
久
杉

は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い

っ
た



入 林 箇 所

永田･吉田･一湊･志戸子･宮之浦･楠川･小瀬田･
船行･安房

２～４(西部林道)

９･１２

１～４

国有林内全域

大川林道

１･２･３･４

西部林道( １・２ )

1～4･15･34･35･52～54･70･204･205･251～258･
270

1～4･204･205･213～217･80･81･61～63･79

2 京都大学大学院理学研究科

1～4 京都大学大学院理学研究科
1～5(5林班史跡名勝は除く)･10･11･14･15(西部林道)･249～
252･255･257･258(一湊林道)269～271(永田歩道)･275(ｶﾝｶｹ)

北海道大学和歌山研究林

２～４ 京都大学霊長類研究所

74,75(県道安房線沿い) 京都大学総合博物館

9･12･13･17･18･97～100･228～230･265～267 (財)鹿児島県環境技術協会

入 林 箇 所

２１７･２１９･２２０･２２１ (株)老舗恵命堂

2･3･4･9･14･34･35･76･81･83･204･258 鹿児島大学理学部

９９い (独)国立文化財機構 奈良文化財研究所

国有林内全域 屋久島生物多様性保全協議会

１３･２２１･２２２･２２５･２２６ 九州大学大学院生態科学研究室

6～12･14～15･62･63・75～81･85･86･101･212～
217･227･228･232～237

15･49･54･62･81･209･249-251･255･270･272 産業技術総合研究所

2 京都大学 理学研究科

９７･９８･９９･１００ 岡山理科大学総合情報学部

７１･７２ 首都大学東京牧野標本館

13･18･19･22･62･81～83･93･94･97～99･228～
230･265

京都大学大学院理学研究科

62･63･79･80･81･86･87･90･100･101･112･213･
214･215

鳥取大学農学部

国有林内全域 山菜文化研究会

3～5･10･11･47～49･66～69･110･1105～1110･
1114～1117

(独)森林総合研究所 生態遺伝研究室

23～35･39･40･43･44･63･74～76･78～81 京都大学大学院理学研究科

86 神戸大学
天文の森試験地(86い1)･小花山(86い2)･二人だけの小径(80い
1)･花山(17い1)･白谷(214い1)

九州大学大学院農学研究院

22,56,82,83,93,103,204,205,206 鹿児島県立博物館

湯泊歩道～七五岳･中瀬川･一湊川･宮之浦川 愛知教育大自然科学系生物領域

２い (独)森林総合研究所 東北支所

75･76･78･80･90･100･101 九州大学大学院理学研究院生物科学専攻

入 林 箇 所

２２３～２２６

宮之浦･神之川林道･安房森林鉄道 摂南大学工学部都市環境ｼｽﾃﾑ工学科

花之江河･黒味岳周辺 神奈川県立生命の星･地球博物館

1～4･60～63･80･81･84･45 屋久島地学同好会

９～１５･９０～１０１･６２･６３･８１･８６ 東京大学 宇宙線研究所

３･２２･６２･８１～８３･９３ 鹿児島県立博物館

国有林内の河川 和歌山大学

３・９

9～12･14･15･39･43･44･46(大川・湯泊林道沿い)

『洋上アルプスNO.１７６号裏面』屋久島森林環境保全センター

京都大学 霊長類研究所

京都大学 霊長類研究所

所 属

(独)総合研究所

所 属

東京大学総合研究博物館

東京大学地震研究所

太陽宇宙線気候研究のための分析用屋久杉試料の調査

鬼堺カルデラの噴火による津波堆積物の調査

渓流水質調査

昆虫相調査

岩石･鉱物･地質調査

横浜市立大学鶴見校舎環境分子生物学研究室

『郷土の豊かな自然遺産資料収集整備事業』に係わる昆虫
資料の収集

水質調査

鹿児島県農業開発総合センター

シロアリ調査

入 林 目 的

屋久島ｽｹﾞ属植物の細胞遺伝学的､分子系統学的研究を遂
行するためにｽｹﾞ属植物6種1変種を採取する

オオタニワタリ類の分類学的調査の為

屋久島固有の高山性稀少植物の遺伝的多様性及び適応形
質に関する研究のため

菌類きのこ類の種多様性の調査

シダ植物写真撮影(調査資料)

ﾔｸｼｶによる植物への食痕状況調査､防鹿柵内外の植生調
査､防鹿柵の維持･管理

『郷土の豊かな自然遺産資料収集整備事業』に係わる植物
資料の収集

ヤクスギ樹冠調査

３ そ の 他

ﾔｸｽｷﾞ天然林の切株･倒木の分布把握

屋久島の森林の純一次生産量の推定

動物散布植物における種子散布特性の解明のため

屋久島地方におけるツガ倒木の年輪データの収集

植物の分布調査(屋久島に自生する絶滅危惧種を中心とした
分布調査)

分類がされていない属や種をＤＮＡを調べて系統的な位置を
明らかにする(下見)

山階鳥類研究所

｢平成21年度 霧島屋久国立公園屋久島地域におけるﾔｸｼｶ
適正管理方策検討業務におけるﾔｸｼｶ調査｣

ﾔｸｼｶの森林環境利用

生物( ｲﾓﾘ )の分布調査

ﾆﾎﾝｻﾞﾙによるｷﾉｺ食の調査のため

京都大学大学院理学研究科

北海道大学 屋久島生物部

森林総合研究所 北海道支所･英国Sassex大学

哺乳類の捕獲調査

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの行動生態学的調査

鳥類標識調査

京都大学生態学研究ｾﾝﾀｰ

鹿児島大学大学院

京都大学 霊長類研究所

屋 久 島 森 林 生 態 系 保 護 地 域 な ど に お け る 学 術 調査 等の 入林 状況

入 林 目 的

１ 動 物 関 係 （平成21年４月１日から平成21年10月31日受付分）

所 属

※一部掲載していない調査もあります。

野生ﾆﾎﾝｻﾞﾙの生態調査及びＤＮＡｻﾝﾌﾟﾙとしてのﾌﾝ尿採集

屋久島の山菜に関する調査･撮影

屋久島及び種子島における絶滅危惧種ﾔｸﾀﾈｺﾞﾖｳの遺伝的
多様性保全に関する研究

酸性雨ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ(土壌･植生)調査

２ 植 物 関 係
入 林 目 的

中山帯の薬用植物分布調査(ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｵﾚﾝを中心として)

ｺﾅｽﾋﾞ類とｼｼｶﾞｼﾗ類の遺伝子的及び生態学的調査のため

照葉樹林永久プロットの稚樹調査

屋久島におけるモミの遺伝的多様性に関する研究

ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ果実のｿﾞｳﾑｼによる食害調査

ﾔｸｼｶ生態行動観察調査

ﾔｸｼｶによる植物への影響調査

樹木毎木調査･ﾔｸｼｶ生息密度調査

ﾆﾎﾝｻﾞﾙの調査

ｺｳﾓﾘ調査

ﾔｸｼﾏｻﾞﾙの泊まり場における行動観察

西部林道周辺のﾔｸｼﾏｻﾞﾙ及びﾔｸｼｶの頭数調査

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽの分布及び繁殖に関する調査


